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お 知 ら せ

(１)

３
月
25
日(

水)

園
の
周
り
に
は
ま
だ

残
雪
が
あ
る
が
、
穏
や
か
な
春
の
陽
注

ぐ
中
、
第
49
回

岩
沢
保
育
園
卒
園
式
が

開
催
さ
れ
た
。

今
年
度
の
卒
園
児
は
ひ
ま
わ
り
組
６

名
。
午
前
９
時
30

分
式
が
始
ま
る
と
、

園
児
た
ち
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
、
体

育
館
の
中
に
入
り
、
お
母
さ
ん
の
隣
の

席
に
座
っ
た
。
そ
の
後
一
人
一
人
名
前

を
呼
ば
れ
る
と
元
気
に
返
事
を
し
、
太

刀
川
真
理
子
園
長
か
ら
保
育
終
了
証
書

を
受
け
取
り
、
小
学
校
で
や
り
た
い
こ

と
を
発
表
。
お
母
さ
ん
の
前
に
立
つ
と

感
謝
の
言
葉
を
掛
け
て
い
た
。

人 物 紹 介 (22)
小
千
谷
市
立
岩
沢
保
育
園

園

長

土
田

あ
ゆ
み

4月より岩沢保育園に着任しました。今回2回目の勤務とな

ります。再びご縁をいただき、大変嬉しく思っております。

子ども達の一人ひとりを大切にし、職員とともに地域の皆様

に親しまれる園作りに努めて参ります。どうぞよろしくお願
いいたします。

令和８年度
岩沢地区町内会長協議会役員

(敬称略)

会 長 佐藤 和則 副会長 藤田 幹夫

会 計 関口 晃 会計監査 大渕 貴幸

振興会理事 佐藤 和則 川井 正人

振興会監事 関口 晃

コミバス運営委員会監事 佐藤 和則
※振興会役員は予定であり、総会を経て決定となります。

令和８年度 岩沢地区町内会長名簿(敬称略)

桂町内 山谷町内 市ノ口町内 岩山町内 大崩町内

藤田 幹夫 佐藤 和則 大渕 貴幸 関口 晃 川井 正人
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令
和

８
年

度
が

ス

タ
ー

ト
し
ま

し
た

。
私
は

引
き

続
き
小
千
谷
市
に
ぎ
わ
い
交
流
課
に
勤
務
し
、
岩
沢
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

「
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘
れ
る
」
ま
さ
に
今
年
の
春

は
こ
ん
な
気
持
ち
で
し
た
。
あ
れ
ほ
ど
苦
し
め
ら
れ
た
大

雪
と
道
路
脇
の
雪
山
。
雪
国
に
住
ん
で
い
る
私
で
さ
え
、

こ
の
雪
山
が
春
に
な
っ
た
ら
消
え
る
の
か
と
疑
う
ほ
ど
。

そ
の
思
い
に
反
し
て
例
年
よ
り
雪
消
え
は
早
く
、
緑
の
草

が
元
気
よ
く
芽
生
え
、
ツ
バ
メ
が
せ
っ
せ
と
巣
を
作
る
。

４
月

中
旬
に

は
県

内
で
も

夏
日

を
記
録

し
、

早
く
も

猛
暑

の
予
感

が
。

既
に
雪

の
頃

が
懐
か

し
い(

笑)

し

か
し

大
雪
の

爪
痕

は
残
り

ま
し
た
。

・

・

・

・

(

Ｉ)

(２)

編

集

後

記

４
月
14
日(

火)

岩
沢
地
域
振
興

協
議
会
の
役
員
に
よ
る
会
議
が
住

民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

役
員
会

の
前
に

は
監
査
会

も
あ

り
、
監
査
委
員
２
名
に
よ
る
厳
し

い
監
査
を
実
施
。
問
題
が
無
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
役
員
会
で
は

総
会
に
向
け
た
内
容
の
確
認
や
新

年
度
の
役
員
体
制
の
提
案

が
な
さ
れ
、
全
体
質
疑
で

は
国
道
１
１
７
号
大
渕
英

一
さ
ん
先
の
歩
道
の
進
捗

や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
事

業
、
林
道
の
舗
装
な
ど
様

々
な
件
に
つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。

令
和
７
年
度
の

振
興
会

の
総
会
は
４
月
26

日
、
日

曜
日
午
後
４
時
か
ら
住
民

セ

ン

タ

ー

で

開
催

さ

れ

る
。

岩
沢
地
域
振
興
協
議
会

令
和
7
年
度
監
査
・
役
員
会
開
催

総
会
に
向
け
て
準
備

４
月
10

日(

金)

住
民
セ
ン
タ
ー

に
て
、
岩
沢
こ
と
ぶ
き
会
総
会
が

会
員
約
50
名
を
集
め
て
開
催
さ
れ

た
。議

事
で
は
令
和
７
年
度
の

活
動

報
告
と
収
支
決
算
、
監
査
報
告
が

あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
承
認
が
な

さ
れ
た
。
続
く
議
事
で
は
令
和
８

年
度
の
活
動
計
画
と
収
支
予
算
が

提
案
さ
れ
市
老
連
や
桜
峰
学
級
な

ど
様
々
な
活
動
に
参
加
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
。
ま
た
、
令
和
８
年

度
は
新
入
会
員
２
名
を
迎
え
て
会

員
71

名
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
も

報
告
さ
れ
た
。
な
お
、
令
和
８
年

度
も
引
き
続
き
会
長
に
桂
の
小
泉

竹

夫

さ

ん

(

市

老

連

理

事

兼

務)

、
副
会
長

に
山
谷
の
田
村
マ

ス
エ
さ
ん
、
女
性
部
長
に
桂
の
関

口
フ
サ
子
さ
ん
の
役
員
体
制
で
運

営
し

て
い

く

こ
と

も

承
認

さ

れ

た
。会

議
の
後
は

懇
親
会
も
開
催
さ

れ
、
参
加
者
は
お
酒
、
料
理
、
カ

ラ

オ

ケ

で

春

の

一

日

を

楽

し

ん

だ
。

令
和
７
年
度

岩
沢
こ
と
ぶ
き
会

通
常
総
会

「
５
年
後
の
自
分
へ
の
手
紙
」

と

題
し
て
、
岩
沢

福
祉
会
が
行

っ

て
い
る
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
事

業

の
初
め
て
と
な

る
開
封
式
が

４

月
８
日
南
中
学

校
校
長
室
で

行
わ
れ
た
。

当
日
は
南
小
学
校
と
南
中
学
校

の

入
学
式
も
あ
り

、
校
区
の
地

元

で
あ
る
駒
井
和

彦
市
議
と
高

木

健
太
市
議
も
式

の
合
間
に
参

加

。
最
初
に
岩
沢

福
祉
会
諏
訪

部

栄
一
会
長
か
ら

「
こ
の
取
組

を

始
め
た
き
っ
か

け
は
、
当
時

の

生
徒
の
学
校
生

活
が
、
コ
ロ

ナ

過
の
ま
っ
た
だ

中
で
あ
り
、

思

う
よ
う
に
活
動

が
出
来
な
か

っ

た
こ
と
か
ら
、

５
年
後
そ
の

時

の
苦
し
み
や
将

来
の
希
望
を

自

分
に
伝
え
て
欲

し
い
と
考
え

た
も
の
で
す
」

と
挨
拶
。
そ

の

後
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
の
蓋
を

開

封
し
令
和
２

年
度
卒
業

の
16

名

の
手
紙
を
取
り

出
し
た
。
阿

部

由
美
子
校
長
は

「
令
和
２
年

度

卒
業
生
の
テ
ー

マ
は
こ
の
タ

イ

ム

カ

プ

セ

ル

に

あ

る

よ

う

に

『
全
進
～
下
を
向
く
な

前
を
向

け
～
』
と
あ
る

よ
う
に
、
こ

れ

か
ら
も
こ
の
言

葉
を
胸
に
刻

ん

で
進
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と

話

し
た
。

な
お
、
取
り
出
し
た
手
紙
は
、

小
千
谷
市
で
５

月
３
日
に
開

催

さ
れ
る
「
二
十

歳
を
祝
う
会

」

の
前
の
４
月

30
日

か
５
月
１

日

に

本

人

の

自

宅

に

届

く

よ

う

に
、
岩
沢
福
祉

会
諏
訪
部
会

長

が
岩
沢
郵
便
局

に
持
込
み
発

送

さ
れ
る
。

こ
の

日
は

報

道

機

関

と

し

て

地

元

小

千

谷

新

聞

に

加

え

て

、

長

岡

ケ

ー

ブ

ル

テ

レ

ビ

か

ら

も

取

材

が

あ

っ

た
。

岩沢アチコタネーゼでは約１年前から団体への支援や山

紫の運営補助として「地域おこし協力隊」の募集を行って

いますが、現在も採用に至っていません。このままでは地

域の拠り所である「山紫」の運営も厳しくなってくるもの

と思われます。皆さんのお知り合いで、ふさわしい人がい

ましたらぜひ御推薦、御応募をお願いします。

募集要項等詳しくはアチコタネーゼ代表 駒井和彦(090-

2337-3525)または住民センター(86-2002)石曽根ま

でお問合せください。


